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話題の本棚

読
ま
な
い
こ
と
、そ
れ
も
読
書

　

引
き
こ
も
っ
て
読
む
本
が
あ
る
。
課
題
を
こ
な
す
の
に
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い

資
料
が
あ
る
。
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
そ
う
思
っ
て
も
つ
い
つ
い
後
回
し
に

し
た
結
果
、
机
の
上
に
、
棚
に
本
が
溜
ま
っ
て
い
く
。
さ
あ
ど
う
し
よ
う
？

　

現
代
は
情
報
の
流
入
量
が
多
く
て
、
全
て
の
情
報
を
消
化
し
き
れ
な
い
と
い

う
事
態
に
至
っ
て
い
る
。
実
際
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
一
瞬
毎
に
新
し
い
情
報
・
意
見

が
流
れ
、
知
り
合
い
の
近
況
が
更
新
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
先
の
予
測
ま
で
（
私
的

な
も
の
だ
が
）
入
手
で
き
る
始
末
だ
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
映
像
作
品
も

見
放
題
に
な
っ
た
。
望
ま
な
く
て
も
情
報
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
方
か
ら
こ
ち
ら
へ

「
見
て
く
だ
さ
い
」
と
や
っ
て
く
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に

積
情
報
社
会
（
本
書
で
は
「
他
律
的
積
読
環
境
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ

る
）
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

そ
ん
な
現
在
に
お
い
て
は
、
読
書
と
は
情
報
の
消
化
を
必
要
と
す
る
リ
ス
ク

行
為
で
あ
る
、
と
本
書
で
は
ま
と
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
は
減
ら
し
た
い
、
そ
の

た
め
に
は
消
化
す
る
べ
き
情
報
を
拾
え
る
よ
う
に
と
取
捨
選
択
が
必
要
で
あ
り
、

他
律
的
な
情
報
流
入
か
ら
自
律
的
な
情
報
管
理
の
場
を
作
る
こ
と
、
そ
れ
が
積

読
な
の
だ
。
こ
う
し
て
積
読
に
積
極
的
な
意
味
が
付
加
さ
れ
る
。

　

し
か
し
つ
い
我
々
は
本
を
読
ま
ず
に
い
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
。

著
者
は
『
本
で
床
は
抜
け
る
の
か
』
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
言
及
し
な

が
ら
積
読
と
後
ろ
め
た
さ
の
関
係
を
「
本
と
は
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
」
と
い
う

我
々
の
固
定
観
念
に
依
拠
す
る
も
の
だ
と
看
破
す
る
。
だ
が
そ
の
「
本
を
読

む
」
と
は
ど
う
い
う
レ
ベ
ル
を
指
す
の
か
？　

そ
し
て
我
々
の
固
定
観
念
は
如

何
に
し
て
打
破
で
き
る
の
か
？

　

こ
の
問
い
に
著
者
は
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
有
名
な
先
達
の
著
、『
読
ん
で

い
な
い
本
に
つ
い
て
堂
々
と
語
る
方
法
』
や
三
月
号
の
新
入
生
特
集
で
取
り
上

げ
た
『
本
を
読
む
本
』
等
を
引
用
し
な
が
ら
道
を
つ
け
る
。
ず
ば
り
完
読
の
不

可
能
性
と
で
も
言
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
一
冊
の
本
の
内
容
・
意
味
を
全
て
把

握
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
前
述
の
固
定
観
念
も
い
わ
ば
杞
憂

な
の
で
あ
る
。
不
完
全
な
読
書
と
い
う
形
を
受
け
入
れ
た
時
に
「
読
ま
な
い
」

こ
と
も
読
書
の
一
つ
の
形
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
し
て
「
読
も
う
と
思
う
」
本
を
読
む
た
め
に
、「
初
級
読
書
」、「
点
検
読

書
」、「
分
析
読
書
」、「
シ
ン
ト
ピ
カ
ル
読
書
」
等
の
読
み
方
が
紹
介
さ
れ
る
。

大
事
な
の
は
読
書
の
際
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
二
割
八
割
の

法
則
」
に
従
っ
て
テ
ー
マ
に
必
要
な
情
報
を
文
章
中
か
ら
探
し
出
す
こ
と
、
そ

ん
な
実
践
方
法
も
提
示
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
本
書
も
実
は
こ
れ
ま
で
の
読
書
本

の
内
容
を
引
用
し
た
り
す
る
な
ど
二
割
八
割
の
法
則
が
当
て
は
ま
る
の
で
は
と

評
者
は
感
じ
た
。
前
述
の
読
書
本
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
割
と
気
軽
に

読
み
飛
ば
せ
る
本
で
は
あ
る
。
だ
が
そ
う
い
う
気
軽
さ
が
読
書
に
は
必
要
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
時
に
倍
速
で
飛
ば
し
た
り
見
直
し
た

り
す
る
よ
う
に
。

　

こ
の
一
冊
で
こ
れ
ま
で
数
多
あ
る
読
書
術
の
本
の
内
容
を
網
羅
的
に
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
も
便
利
で
あ
る
。
あ
と
は
や
る
気
の
問
題
か
な
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
二
四
〇
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円　

4
月
刊
）

積
読
こ
そ
が 

完
全
な
読
書
術
で
あ
る

永
田
希
著

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
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話題の本棚

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
持
つ
他
者
性
と
自
己
の
複
数
性

　

小
説
や
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
が
持
つ
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、「
こ
こ
」
で
は

な
い
「
ど
こ
か
」、「
私
」
で
は
な
い
「
だ
れ
か
」
へ
と
、
想
像
力
の
翼
を
広
げ
、

自
由
に
他
者
の
身
体
や
世
界
へ
と
身
を
浸
す
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
騒
動
で
活
動
の
自
粛
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
こ
最
近
の

我
々
に
と
っ
て
は
そ
う
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
救
い
に
な
る
事
も
少
な
か
ら
ず

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
も
あ
る
鈴
木
創
士
氏

に
よ
る
『�

離
人
小
説
集 

』
は
そ
う
し
た
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
小

説
集
で
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
の
小
説
集
が
他
の
小
説
と
異
な
る
の
は
、
こ
の
小
説
の
登
場
人
物

た
ち
が
、
芥
川
龍
之
介
と
内
田
百
閒
に
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
の
詩
人

ラ
ン
ボ
ー
、
稲
垣
足
穂
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
詩
人
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ペ
ソ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
の
詩
人
・
俳
優
の
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
、
更
に
は
平
安
初
期
の
文

人
小
野
篁
な
ど
、
古
今
東
西
の
作
家
や
詩
人
を
、
虚
構
の
登
場
人
物
と
し
て
い

き
い
き
と
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

作
者
は
こ
の
七
篇
か
ら
な
る
小
説
集
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
の
人

生
を
語
る
と
同
時
に
、
時
に
は
そ
れ
ら
の
作
家
た
ち
自
身
に
成
り
代
わ
っ
て
声

を
発
す
る
。
そ
う
し
た
こ
の
特
異
な
小
説
集
の
根
底
に
横
た
わ
る
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
ラ
ン
ボ
ー
に
捧
げ
ら
れ
た
本
書
の
第
二
章
「
丘
の
上
の
義
足
」
の
中
に
見

ら
れ
る
次
の
一
節
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。「
そ
の
あ
と
眩
暈
と
と
も
に
俺

自
身
も
少
し
ず
つ
遠
ざ
か
る
。
言
葉
が
は
じ
め
か
ら
も
っ
て
い
た
言
葉
の
無
の

な
か
へ
。（
中
略
）
ペ
ン
の
音
が
聞
こ
え
る
。
誰
が
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

君
な
の
か
？　

彼
な
の
か
？　

俺
な
の
か
？　

紙
の
表
面
に
さ
ざ
波
が
た
ち
始

め
、
溶
け
て
海
に
混
じ
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。」
既
に
二
〇
歳
過

ぎ
で
作
品
を
書
き
終
え
て
し
ま
い
、
そ
の
後
は
詩
を
離
れ
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
と
旅

立
っ
た
早
熟
の
天
才
ラ
ン
ボ
ー
は
、「
私
」
と
は
他
者
で
あ
る
、
と
い
う
言
葉

を
残
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
で
き
る

が
、
文
学
創
造
に
お
け
る
詩
人
の
言
葉
、
あ
る
い
は
言
葉
そ
の
も
の
の
本
来
持

つ
他
者
性
を
力
強
く
訴
え
か
け
る
言
葉
で
あ
り
、
本
書
の
中
に
登
場
す
る
ラ
ン

ボ
ー
に
も
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
他
者
性
、
あ
る
い
は
自
己
の
複
数
性
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
詩
人
ペ

ソ
ア
に
お
い
て
は
、
演
劇
的
な
も
の
で
あ
り
、
無
人
の
劇
場
の
中
で
出
会
う
も

の
と
な
る
。
こ
の
詩
人
が
創
作
の
過
程
で
生
み
出
し
た
「
異
名
」
を
も
つ
登
場

人
物
た
ち
は
、
虚
構
世
界
に
お
け
る
詩
人
の
別
の
姿
な
の
で
あ
り
、
自
伝
的
な

登
場
人
物
と
は
異
な
り
、
作
者
と
は
全
く
異
な
る
人
格
や
身
体
的
特
徴
を
備
え

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
虚
構
の
人
物
で
あ
り
、
舞
台
の
役
者
に
も
重
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
奇
し
く
も
ペ
ル
ソ
ナ
に
通
じ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
名
に
負
う
こ

の
詩
人
の
人
生
は
、
演
劇
的
な
虚
構
の
複
数
性
に
満
ち
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

本
書
に
お
い
て
、
語
り
手
は
一
人
称
と
三
人
称
の
間
を
融
通
無
碍
に
交
感
す

る
。
著
者
の
声
、
登
場
人
物
で
あ
る
詩
人
や
作
家
の
声
が
自
由
間
接
話
法
と
も

と
れ
る
重
層
的
な
文
体
に
よ
っ
て
作
品
世
界
が
紡
ぎ
出
さ
れ
、
評
伝
や
伝
記
と

は
ま
た
違
っ
た
文
学
の
楽
し
み
を
存
分
に
味
わ
え
る
。�

�（
投
稿
・
Ｍ
・
Ｎ 

）

�

（
二
四
六
頁　

本
体
二
九
〇
〇
円　

2
月
刊
）

離
人
小
説
集

鈴
木
創
士
著

幻
戯
書
房
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　まずは安直に、夏休みを
舞台にした哲学の入門書か
らはじめよう。
　中学 2年生の伊豆蔵翔太
と自称「哲学者」の猫のイ
ンサイトの 4つの対話から
なる本書は、著者の永井自
身が中学生であった頃に読みたかったものを
自らの手で実現した著作である。彼らの議論
は夏休み初日の朝、翔太の子ども部屋から始
まる。ここで交わされる議論の題材はどれも、
彼が眠っている間に見た夢の内容に由来して
いるが、いわゆる外界の事物の認識の問題や
他我問題や、今や業界でおなじみともなった
「培養器の中の脳」やクワス算などの思考実
験まで、どれもオーソドックスなものばかり
である。また、各議論の終わりには、デカル
トやヴィトゲンシュタインなど、対話の内容
に関わる哲学者の議論をフォローしてくれる
のもありがたい。
　本書の最大の特徴は、哲学という営みの何
たるかを示してくれることである。インサイ
ト曰く、哲学とは「人の目を引く奇抜な思想
を作り出すようなもんじゃない」。たとえ常
識的で平凡な結論に至ろうとも、そこに至る
までに緻密に論証を重ね、検討していく側面
に哲学の本質を見抜く（そこに単なる「思
想」との相違点を見出す）インサイトのまさ
に「洞察」には、私も思わず膝を打った。
　ここまでのハードな議論に圧倒されてしま
うことなく、どうにか食らいついて行く早熟
な中学生の頭脳とそのスタミナには、嫉妬も
禁じえない。それは猫が喋り出す設定も霞ん
でしまうほどである。ともあれ内容自体は一
連の真正な哲学議論であり、彼らの議論の流
れを追って行くうちに読者が得るものも、決
して少なくはないはずだ。� （�八雲 ）
� （288 頁　本体 880 円）

翔太と猫のインサイトの夏休み
哲学的諸問題へのいざない

永井均著　ちくま学芸文庫

　

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
二
○
二
○
年
に
も
つ
い
に
夏
休
み
が
来
た
。
と
い
う
こ
と

で
、
今
月
号
の
『�

綴
葉 

』
は
「
休
み
」
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
だ
。
な
が
～

い
「
休
み
」
で
あ
れ
、
ひ
と
「
休
み
」
で
あ
れ
、
日
常
の
あ
れ
や
こ
れ
や
を
脇

に
置
け
ば
、
気
分
は
天
国
。
親
類
知
人
と
の
い
ざ
こ
ざ
や
、
社
会
人
特
有
の
ト

ラ
ブ
ル
を
誰
し
も
が
抱
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
休
み
」
を
と
る
こ
と
は
重
要

な
の
だ
。
そ
し
て
読
書
ほ
ど
休
暇
の
一
時
に
カ
ラ
フ
ル
な
喜
び
を
与
え
る
も
の

も
な
い
。
編
集
委
員
に
よ
る
「
休
み
」
の
提
案
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
覧
あ
れ
。

�

（�

と
よ 

）

特集

休み
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　あなたは突然休みを過ご
すことになったらどうする
だろう。それも二年間も、
無人島で、友達だけで。
　本書は誰しも子どもの頃
から知っている作品だ。原
題を直訳すると「二年間の
休暇」。引率付きの修学旅行に出かけるはずの
寄宿学校の生徒一五人。待ちきれずに乗る予
定の船に先に忍び込んで泊まることにしたが、
目を覚ますと船ごと漂流していることに気付
くところから話が始まる。年齢的には今の中
学生でしかない少年たちは、いきなり放り込
まれたサバイバル生活を規律正しく過ごして
いく。自律的な近代人のお手本みたいだ。遭
難による逼塞した生活が陰惨なものとならな
いのは偶々船に備蓄物があって余裕を見出せ
るという設定もあるが、食料を探しに、自分
たちのいるところを知るために、未知の世界
へと果敢に踏み出す少年たちの前向きな姿勢
も影響しているかもしれない。新しいものを
発見し、新しい場所を開拓し、知恵を出し合
って生活を作り上げようとする彼らの姿はどこ
か眩しく、難儀にハラハラしながらも読んで
いる側の心はいつのまにかワクワクしてくる。
　現在の視点から見れば、英・仏人の主人公
によるリーダー争いや黒人のボーイ、前述の
開拓者的な彼らの姿勢自体も、悪くいえば帝
国主義最中の欧米の姿勢が反映されていると
もいえるだろう。だがそれをもってしても本
書のワクワク感が色褪せることはない。
　訳者に名を連ねる椎名誠は『あやしい探検
隊』シリーズなど、冒険者的側面を持つ作家
だ。自ら世界各地を巡る彼が翻訳家の娘と共
に、今度はフィクションの冒険世界を文章に
起こす。どんな世界がそこに広がるのか、大
人のあなたに今一度勧めたい。� （�ねこ ）
� （465 頁　本体 1800 円）

十五少年漂流記
ジュール・ヴェルヌ著　椎名誠、渡辺葉訳

新潮モダン・クラシックス

　「ものうさと甘さが胸か
ら離れないこの見知らぬ感
情に、悲しみという重々し
くも美しい名前をつけるの
を、わたしはためらう」�
――本作の有名な書き出し
である。ならばこの小説に
湛えられた感情を何と呼ぼう。この小説には
夏が詰まっている。若さも愚かさも疚しさも、
泡のような儚さもすべて。
　セシルは 17 歳。幼くして母を亡くし、プ
レイボーイの父とその愛人と、地中海沿いの
貸別荘でバカンスを過ごしていた。セシルは
父が好きだった。愛人を連れてきても気にな
らなかったし、むしろ勉強などそっちのけで
父と一緒にパーティーに繰り出していた。
「大学に入り、そして卒業するための勉強に
打ちこむよりも、太陽の下で男の子とキスす
る才能のほうに恵まれている」女の子。青い
海に白い砂浜、小麦色の肌の青年と恋に落ち、
楽しいバカンスになるはずだった。
　だが歯車は狂いはじめる。父親が別荘に再
婚予定の女性を連れてきたのだ。彼女の名は
アンヌ。セシルが昔から憧れていた容姿端麗
な女性。だがセシルや父とは逆に、秩序立っ
た市民的な生活を好んでいた。やがてアンヌ
が享楽的なバカンスの生活に侵入してきた。
父を独占し、セシルと恋人を引き離し、彼女
を勉強部屋に閉じこめた。彼女と家族になる
のは危険だ。「この人は冷たく、わたしたち
は熱い」。嫉妬と焦燥の熱に浮かされ、セシ
ルは彼女を陥れようと奸計を巡らせる。人生
の夏が、悲しみなど知らずにいられた休みが
じきに終わりを告げることにも気づかずに。
　情熱は虚無と背中合わせで、ひと夏はさな
がら白昼夢だ。夢を見るように追いかけてみ
よう、この若く愚かな少女の夏を。�（�ミセ ）
� （197 頁　本体 490 円）

悲しみよ こんにちは
フランソワーズ・サガン著
河野万里子訳　新潮文庫
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　疾風怒濤の青年期の果て、
ようやく大学に入学してほ
っとしたのも束の間。たっ
ぷりと時間があるからこそ、
色々な悩みが湧いてくる。
そんな青年期独特のモヤモ
ヤを、著者の大倉得史は学
部時代から研究し続けている。
　著者の専門は発達心理学であり、本書はエ
リクソンの青年期アイデンティティ理論を問
い直すことから始まる。著者は精神分析学や
現象学の概念を輸入することで理論面から再
定義を進めるだけでなく、自身の考案した質
的心理学研究法「語り合い」法を用い、抽象
的な理論を「実感」に近づける。一般的な聞
き取り調査研究では語り手の言葉を客観的に
分析するのに対し、「語り合い」法は、研究
者自身が語り手との対話の中で間身体的に感
じられたことや、それをメタ的に分析した結
果を論文上で呈示することで、従来の客観主
義的心理学が捉えきれなかった語り手のその
人「らしさ」を読者に伝えようとする。
　「自分は何をやりたいのか」という答えの
出ない問いに苦しみ続けるといった、典型的
なアイデンティティ拡散を経験した当時大学
生の「私」が、二浪一留物書き志望「坂口」、
政治活動に取り組む 5回生「間宮」、社会の
あらゆるものを批判する「須賀」など 5名の
同年代の学生と語り合い、著者自身も揺らぐ。
それをメタ的に分析し、得られた気づきを言
葉にしていく地道な作業の先に、従来の客観
主義的心理学が捉えられなかった、読み手の
実感に近い青年期「らしさ」がある。
　登場人物たちはみなどこかで人生の「休
み」を取り、それぞれの方法でアイデンティ
ティ拡散をくぐり抜けていく。本書を読み、
あなただけの休み方を探してみては。（�石透 ）
� （383 頁　本体 3800 円）

「語り合い」の 
アイデンティティ心理学
大倉得史著　京都大学学術出版会

　人間は仕事をしなければ
ならないし、仕事をし続け
るには休みが必要である。
だが、資本主義社会におけ
るこの労働と休息の繰り返
しが、絶対のシステムとは
限らない。手持無沙汰な休
日をお過ごしなら、日頃の労苦の根幹部分に
思いを馳せるのはどうか。
　だからといって重々しい理論書と睨めっこ
せよとは言わない。本書は思想家バタイユの
著書『呪われた部分』の構想と断片である。
一貫した解釈をそこから抜き出すのは学者の
仕事である。未完成状態で寄せ集められた文
章なので、各人が気に入った箇所をパラリと
開いて読んでみることもできるだろう。
　もっとも、各断片が連関しているのも事実
である。本書の中でバタイユは、近代の閉じ
た経済システムの外部について繰り返し言及
している。近代化によって生じた資本主義社
会は資本の生産によって経済が回るため、人
間が価値を見出す有用な物を巡ってしか機能
しない。その閉じた経済原理の外との交流を
バタイユは探り出そうとする。例えば近代化
以前のアステカ文明には、人間の価値体系を
超越した神との交流を可能にする儀礼があっ
た、と彼は論じる。また近代化を遂げた社会
の中でも可能な交流体験に、著者は随所で触
れている。漂う空気との一体化をもたらす喫
煙、つい飛び出してしまった笑い、あるいは
死。それらの危うい魅力を語りながら、彼の
論考は有用性の出口ギリギリまで自身の思考
を位置付けようとする。
　我々の労働過程そのものがそう簡単に変わ
ることはない。しかし休みの合間、その過程
の外部を意識すれば、また違った時間を過ご
せそうだ。� （�とよ ）
� （413 頁　本体 1600 円）

呪われた部分　有用性の限界
ジョルジュ・バタイユ著

中山元訳　ちくま学芸文庫



綴　　　　葉No.390

7

　特集最後は「休みだし映
画を観たい、でも何を観よ
うか」と悩むあなたを未知
なる映画の世界へ誘い、映
画ライフをより充実したも
のにしてくれる、そんな本
を紹介したい。
　容姿端麗、抜群の姿態、優れた演技力と語
学力で日本とフランスを股にかけ、市川崑、
木下恵介ら名監督に愛される。他方筆をとれ
ば外連味のない文体、鋭い感受性、透き通っ
た思索には大岡信ら文筆家も舌を巻く。二物
も三物も神から授かった女優。岸惠子だ。
　この本は岸惠子自薦の作品紹介、インタビ
ュー、作品や撮影風景の写真、論評、そして
彼女自身のエッセイからなるオフィシャルブ
ックである。数多の写真には、様々な役を演
ずる彼女の一瞬が鮮やかに切り取られている。
けれどそこにおいて尚存在感を示すもの、そ
れは彼女の目だ。憂いや愛、恨みを湛えたそ
の目は、どきりとさせる凄みと共にどのよう
な映画の場面なのかと読者を瞬時に引き込む。
　写真に次いで注目したいのがインタビュー。
「卑しい女、権力やお金に媚びたりする女は、
絶対に似合わないと思うからやりません」�
――演技とは自分の中から引き出すもので、
自分にない役作りはしない。それをモットー
とする女優の言葉はあまりに正直で切れ味が
良く、時に読者をもはっとさせる。その妙な
る目で捉えてきた世界を覗きながら読者は、
作品の更なる魅力や様々な監督、作品、原作
への好奇心をいや増しに感じることだろう。
　普段は選ばない映画を観てみる、こんな出
会いも休みの醍醐味の一つだろう。表紙を飾
る艶やかな笑みを湛えた女優。真知子巻きの
下のその目は、新しい世界を前にしたあなた
を誘うが如くじっと見つめている。（�リンダ ）
� （224 頁　本体 3000 円）

女優　岸惠子
岸惠子監修

キネマ旬報社

　評者は旅行が大好きであ
る。中でも旅館に泊まるこ
とが楽しみだ。ホテルも設
備や機能面で優れているが、
やはり旅館は非日常ながら
も安心と安らぎが得られる。
どことなく懐かしい感じが
するからだろうか。もしあなたがこの感覚に
少しでも共鳴するならば、きっと本書を気に
入ることになるだろう。
　『陰翳礼讃』は文豪：谷崎潤一郎が書いた
日本人の生活についての随筆である。昭和初
期に書かれたこの作品は、西洋化が進み、日
本固有の美や趣が失われてゆく中で、これを
「陰」という観点から捉える。本書は、この
谷崎の文章に加え、現在日本に残っている、
その文章にふさわしい写真が対応して載せら
れている。半分が谷崎の文章、半分が写真と
いう構成だ。
　対象は多岐にわたり、家屋や屏風、食器や
ペン、はたまた日本人自体、その肌にも及ぶ。
例えばある和室の写真。開かれた窓の前に、
低い木の丸机と座椅子がある。明かりといえ
ば窓の向かいの木に反射する日光と、行燈の
ぼんやりしたオレンジ。シンプルな写真だが
その空間にいることを想像していると、次第
に穏やかな気持ちになれる。見れば見るほど
その場に引き込まれる。
　写真は全国各地で撮られているが、中でも
多いのが京都である。最後の撮影地のページ
を見れば、旅館や料亭、寺などどこの写真か
分かる。お気に入りの写真の場所へ、実際に
訪れることも可能だ。今さら生活様式をあの
頃に戻すことはできない。谷崎も便利さゆえ
に失われるものを認めている。だがたまには
休みの日に、古き良き日本を体感し、その中
に耽るのもよいだろう。� （�ナガイ ）
� （256 頁　本体 1900 円）

陰翳礼讃
文：谷崎潤一郎　写真：大川裕弘

パイインターナショナル
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

ぬ
い
ぐ
る
み
と 

し
ゃ
べ
る
人
は
や
さ
し
い

大
前
粟
生
著

河
出
書
房
新
社

　
「
つ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
だ
れ
か
に

話
し
た
方
が
い
い
。

で
も
そ
の
つ
ら
い
こ

と
が
向
け
ら
れ
た
相

手
は
悲
し
ん
で
、
傷
つ
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
お
れ
た
ち
は
ぬ
い
ぐ
る
み
と
し
ゃ
べ
ろ
う
」。

　

主
人
公
の
七
森
は
男
子
大
学
生
。
ぬ
い
ぐ
る
み
サ

ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
。
活
動
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み

と
し
ゃ
べ
る
こ
と
。
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

そ
れ
を
だ
れ
か
に
話
す
と
、
そ
の
だ
れ
か
に
重
荷
を

背
負
わ
せ
た
り
、
同
じ
く
つ
ら
い
気
持
ち
に
さ
せ
た

り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
ぬ
い
ぐ
る
み
と
し

ゃ
べ
る
。
部
員
た
ち
は
互
い
の
つ
ら
さ
に
は
触
れ
な

い
、
干
渉
し
な
い
。
そ
れ
が
「
や
さ
し
さ
」
だ
か
ら
。

　

本
作
の
中
心
と
な
る
の
は
、
自
分
が
人
を
傷
つ
け

う
る
こ
と
に
傷
つ
く
七
森
の
葛
藤
だ
。
高
校
時
代
に

友
人
が
女
子
を
品
評
す
る
の
を
た
だ
笑
っ
て
流
し
て

い
た
こ
と
。
セ
ッ
ク
ス
を
暴
力
み
た
い
だ
と
感
じ
る

こ
と
。
女
性
へ
の
性
暴
力
に
心
か
ら
怒
り
な
が
ら
も
、

P
LU

S
/S

LA
M

 D
U

N
K

 
ILLU

S
T

R
A

T
IO

N
S

 

2

井
上
雄
彦
画

集
英
社

　

あ
の
男
た
ち
が
帰
っ

て
き
た
。
ま
た
少
し
だ
け
、

本
書
で
夢
の
続
き
を
見

ら
れ
そ
う
だ
。

　

本
書
は
『
ス
ラ
ム
ダ

ン
ク
』
第
二
弾
の
イ
ラ

ス
ト
集
だ
。
一
度
こ
の
マ
ン
ガ
を
読
ん
だ
人
な
ら
、

誰
で
も
こ
う
思
っ
た
だ
ろ
う
。「
こ
の
男
た
ち
の
続

き
が
見
た
い
」
と
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
集
は
そ
れ
を
叶

え
て
く
れ
る
。「
彼
ら
に
は
こ
ん
な
場
面
が
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
井
上
雄
彦
氏
が
想
像
し
、
新
た

な
書
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
書
き

下
ろ
し
に
加
え
、「
新
装
再
編
版
」
の
表
紙
な
ど
、

過
去
の
イ
チ
オ
シ
の
イ
ラ
ス
ト
が
一
三
〇
点
以
上
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
も
、

本
編
を
思
い
出
す
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
中
で
も
注
目
し
た
い
の
が
、「
脇
役
」
の
イ

ラ
ス
ト
だ
。『
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
』
の
主
人
公
チ
ー
ム

以
外
の
イ
ラ
ス
ト
も
多
分
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本

編
の
中
で
は
描
か
れ
な
か
っ
た
一
面
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
漫
画
で
は
ど
う
し
て
も
主
人
公
の
チ

ー
ム
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
り
が
ち
な
の
で
、

本
イ
ラ
ス
ト
集
で
そ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の

魅
力
に
迫
れ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。
こ
の
イ
ラ
ス

ト
集
を
通
し
て
、
主
人
公
・
桜
木
花
道
の
属
す
る
湘

北
高
校
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
に
も

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら

も
桜
木
と
同
じ
一
夏
を
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に
、
改

め
て
気
付
か
さ
れ
る
。

　

ま
た
別
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
、
井
上
氏
の
ス
ケ
ッ

チ
や
ラ
フ
画
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
イ
ラ
ス
ト
集
を
開

け
ば
、
き
っ
と
彼
ら
に
釘
付
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

『
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
』
本
編
と
と
も
に
、
本
書
を
読
ん

で
、
ぜ
ひ
熱
い
一
夏
を
過
ご
し
て
く
れ
。（�

出
席
点 

）

�

（
九
六
頁　

本
体
三
六
〇
〇
円　

4
月
刊
）

男
性
で
あ
る
自
分
に
疚
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
。

だ
が
そ
れ
を
七
森
は
、
い
ち
ば
ん
仲
の
い
い
女
友
だ

ち
に
話
せ
な
い
。
七
森
の
抱
え
る
個
人
的
な
つ
ら
さ

は
ど
れ
も
、
男
性
優
位
の
社
会
に
ど
う
し
よ
う
も
な

く
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
人
に
は
言
え
な
い
。

だ
か
ら
ぬ
い
ぐ
る
み
と
し
ゃ
べ
る
。
七
森
は
「
や
さ

し
い
」。
自
分
を
絞
め
殺
し
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
。

　

タ
イ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
チ
ー
で
文
体
も
軽
い
が
、
ア

ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
問
題
を
抉
り
と
っ
た
作
品

で
あ
る
。
自
分
が
男
性
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
き
わ

め
て
個
人
的
な
言
葉
で
語
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
が

こ
の
小
説
の
繊
細
な
強
み
だ
ろ
う
。�

（�

ミ
セ 

）

�

（
一
七
六
頁　

本
体
一
六
〇
〇
円　

3
月
刊
）



綴　　　　葉No.390

9

　

記
憶
は
五
感
と
結

び
付
く
と
言
わ
れ
る

が
、
季
節
も
ま
た
古

い
思
い
出
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
要
因
と
考

え
る
。
雨
に
濡
れ
る
竜
舌
蘭
に
思
い
出
す
少
年
の
日

の
憧
れ
、
暑
さ
と
居
心
地
の
悪
さ
が
妙
に
悲
し
か
っ

た
数
学
の
夏
、
妻
と
そ
の
子
ど
も
を
繋
ぐ
団
栗
拾
い
、

相
撲
を
取
っ
た
今
は
亡
き
同
級
生
達
。
本
書
に
描
か

れ
る
の
は
、
季
節
の
中
に
浮
か
び
映
し
出
さ
れ
る
幾

つ
も
の
思
い
出
達
で
あ
る
。

　

著
者
は
物
理
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
随
筆
を
多
く

残
し
た
夏
目
漱
石
門
下
の
文
人
で
あ
る
事
で
も
知
ら

れ
る
。
本
書
は
一
九
五
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
同
名
の

随
筆
集
に
解
説
を
加
え
新
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も

の
だ
。
季
節
を
題
材
に
文
学
と
科
学
を
情
感
た
っ
ぷ

り
に
繋
ぐ
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

　

季
節
と
い
え
ば
、
夏
本
番
が
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い

る
所
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
評
者
は
夏
が
嫌
い
だ
。
ま

ず
暑
い
所
が
、
そ
し
て
軽
薄
に
浮
か
れ
る
者
の
多
い

所
が
嫌
い
だ
。
そ
ん
な
夏
に
つ
い
て
著
者
は
「
何
を

す
る
に
も
懶
く
つ
ま
ら
な
い
。
過
ぎ
去
っ
た
さ
ま
ざ

科
学
歳
時
記

寺
田
寅
彦
著

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫

ま
の
不
幸
を
女
々
し
く
悔
や
ん
だ
り
、
意
気
地
の
な

い
今
の
境
遇
に
愛
想
を
つ
か
す
の
も
こ
の
頃
の
事
で

あ
る
。」
と
あ
る
。
夏
を
嫌
う
強
い
仲
間
が
で
き
た

よ
う
で
心
強
い
。
ま
た
著
者
は
自
身
の
夏
嫌
い
に
つ

い
て
、「
孟
夏
を
迎
う
る
強
烈
な
自
然
の
力
に
圧
倒

さ
れ
て
」
そ
の
よ
う
な
心
持
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
分
析
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
夏
が
近
づ
く
と
何

か
気
圧
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
そ
の
為
か
、
と

思
わ
ず
膝
を
打
っ
て
し
ま
う
考
察
だ
。

　

好
き
な
季
節
に
も
嫌
い
な
季
節
に
も
、
移
ろ
う
四

季
の
中
に
本
書
を
添
え
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

�

（�

投
稿
・
再
生 

）

�

（
三
七
九
頁　

本
体
八
四
〇
円　

5
月
刊
）

　

大
学
生
に
も
な
る
と
、

全
力
で
誰
か
を
叱
っ
た

り
誰
か
に
叱
ら
れ
た
り

と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
な
く
な
る
。
こ
れ

は
あ
る
程
度
大
人
に
な
り
、
し
っ
か
り
し
て
き
た
と

も
い
え
る
。
だ
が
都
合
の
悪
い
こ
と
や
耳
の
痛
い
批

判
に
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
困
難
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
れ
は
自
己
に
対
し
て

も
他
者
に
対
し
て
も
同
様
だ
。

　

本
書
で
は
哲
学
者
で
あ
る
著
者
が
、
一
般
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
三
四
の
相
談
に
答
え
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
、
家
族
と
の
悩
み
、
勉
強
の
仕
方
、
仕
事
の
問

題
な
ど
様
々
だ
。
あ
り
ふ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
誰

も
が
抱
く
悩
み
に
著
者
の
國
分
は
ど
の
よ
う
に
答
え

る
の
か
。
そ
れ
は
最
大
限
相
談
者
の
像
を
ク
リ
ア
に

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

　

人
は
意
図
せ
ず
に
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
質

問
を
す
る
。
そ
れ
を
上
手
く
剥
が
し
、
相
談
者
が
自

覚
し
て
い
な
い
問
題
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
本
書
の
最
大
の
注
目
点
だ
。
例
え
ば
妻
と
の
結
婚

生
活
の
マ
ン
ネ
リ
化
に
悩
む
男
性
が
登
場
す
る
。
國

分
は
そ
の
文
章
か
ら
像
が
現
れ
な
い
、
記
述
さ
れ
な

い
妻
を
取
り
出
し
、
こ
の
事
実
か
ら
以
下
の
よ
う
に

分
析
す
る
。
つ
ま
り
男
性
は
妻
の
こ
と
を
考
え
て
い

な
い
の
だ
。
だ
か
ら
「
結
婚
生
活
」
を
問
題
と
し
つ

つ
も
、「
既
婚
男
性
の
幸
せ
と
は
な
ん
な
の
か
」
と

い
う
問
い
へ
と
無
意
識
に
作
り
変
え
て
い
る
。

　

中
に
は
も
っ
と
辛
辣
な
回
答
も
見
ら
れ
る
。
だ
が

厳
し
さ
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
真
摯
さ
で
あ
る
。
そ

の
真
摯
さ
は
、「
哲
学
は
人
生
論
で
あ
る
」
と
い
う

國
分
の
哲
学
へ
の
姿
勢
か
ら
現
れ
て
い
る
。
哲
学
が

人
生
に
与
え
る
、
厳
し
く
も
温
か
い
言
葉
や
分
析
を

手
に
取
っ
て
感
じ
て
み
て
ほ
し
い
。�

（�

ナ
ガ
イ 

）

�

（
二
七
二
頁　

本
体
六
八
〇
円　

4
月
刊
）

哲
学
の
先
生
と
人
生
の
話
を

し
よ
う

國
分
功
一
郎
著

朝
日
文
庫
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移
民
た
ち

四
つ
の
長
い
物
語

Ｗ
・
Ｇ
・
ゼ
ー
バ
ル
ト
著

鈴
木
仁
子
訳　

白
水
社

　

寡
作
の
ま
ま
亡
く

な
っ
た
作
家
ゼ
ー
バ

ル
ト
の
二
作
目
が
本

書
と
な
る
。
各
四
編

の
物
語
を
通
じ
て
、

著
者
は
第
二
次
大
戦
の
記
憶
に
苛
ま
れ
る
人
物
た
ち

を
、
戦
争
の
当
事
者
で
な
い
語
り
手
の
「
私
」
の
視

点
か
ら
語
ら
せ
て
い
る
。

　

作
中
で
そ
の
生
涯
が
語
ら
れ
る
四
人
の
人
物
の
名

前
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
。
戦
前
に
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
移
住
し

医
学
を
修
め
た
ド
ク
タ
ー
・
セ
ル
ウ
ィ
ン
。
ナ
チ
ス

の
台
頭
で
教
師
の
職
を
追
わ
れ
、
最
愛
の
人
を
亡
く

し
た
「
四
分
の
三
ア
ー
リ
ア
人
」
ベ
ラ
イ
ダ
ー
。
世

界
を
転
々
と
し
、
最
後
は
仕
え
た
家
の
崩
壊
に
よ
っ

て
精
神
を
病
む
こ
と
と
な
る
ア
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
。

両
親
を
強
制
収
容
所
で
亡
く
し
、
唯
一
人
亡
命
し
た

先
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
、
毎
日
一
〇
時
間
画
業
に

専
心
す
る
ア
ウ
ラ
ッ
ハ
。「
私
」
は
彼
ら
と
の
対
話

だ
け
で
な
く
、
知
人
か
ら
の
伝
聞
、
遺
さ
れ
た
文
章

な
ど
を
基
に
、
四
人
の
来
し
方
を
語
る
。

　

具
体
的
な
固
有
名
詞
が
執
拗
に
用
い
ら
れ
、
緻
密

な
記
述
が
無
数
の
写
真
の
挿
入
と
共
に
続
く
が
、
四

人
の
感
情
の
内
奥
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
語

り
手
や
周
囲
の
人
間
は
、
苦
悩
す
る
当
事
者
の
選
択

を
た
だ
追
想
し
口
に
す
る
だ
け
だ
。
も
っ
と
も
、
そ

の
語
り
に
さ
え
時
に
「
私
」
は
疑
念
を
抱
き
、「
私

は
対
象
に
公
正
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
ま
で
述
べ
る
。
そ
れ
で
も
語
ろ
う
と
す
る

「
私
」
か
ら
は
、
歴
史
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
戦
後
ド

イ
ツ
に
対
峙
す
る
著
者
の
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

　

装
幀
家
の
緒
方
修
一
の
手
で
新
た
な
彩
り
を
施
さ

れ
た
本
作
は
、
読
者
の
記
憶
に
残
り
、
記
憶
を
問
う

読
書
体
験
を
も
た
ら
す
こ
と
だ
ろ
う
。�

（�

と
よ 

）

�

（
二
六
八
頁　

本
体
二
九
〇
〇
円　

5
月
刊
）

　
「
何
で
も
見
て
や

ろ
う
」、
小
田
実
が

同
名
著
作
を
上
梓
し

た
六
〇
年
代
初
め
、

多
く
の
若
者
が
世
界

へ
飛
び
出
し
た
。
同
じ
く
沖
縄
に
生
ま
れ
た
あ
る
若

者
も
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
市
民
の
悲
哀
、
そ
こ
か

ら
奮
起
す
る
力
強
さ
を
肌
に
感
じ
な
が
ら
、
遥
か
な

海
外
を
夢
見
て
日
本
を
飛
び
出
し
た
。
そ
し
て
辿
り

着
い
た
の
は
戦
争
真
っ
只
中
の
ベ
ト
ナ
ム
だ
っ
た
。

　

日
本
で
は
ま
だ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
注
目
さ
れ
て
い

な
い
六
〇
年
代
後
半
、
稀
少
な
日
本
人
報
道
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
著
者
は
政
府
軍
や
米
軍
に
従
軍
し
た
。

本
書
は
戦
場
を
撮
り
歩
く
中
で
彼
が
「
見
た
」
も
の

を
写
真
と
共
に
振
り
返
る
回
想
録
で
あ
る
。

　

本
書
を
貫
く
の
は
、
戦
闘
後
の
荒
地
に
残
さ
れ
た
、

傷
つ
い
た
市
民
へ
の
眼
差
し
だ
。
例
え
ば
ベ
ト
コ
ン

が
潜
む
と
い
う
村
へ
の
侵
攻
に
従
軍
し
た
著
者
は
無

差
別
的
で
激
烈
な
攻
撃
を
生
々
し
く
回
想
す
る
。
折

れ
た
椰
子
、
水
田
を
赤
く
染
め
る
炎
、
爆
発
の
地
響

き
。
そ
れ
ら
を
写
真
に
収
め
た
彼
は
軍
撤
退
後
も
村

に
留
ま
る
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
村
人
の
亡
骸
や
負
傷

し
た
子
供
、
懸
命
に
生
活
を
続
け
よ
う
と
す
る
母
親

に
目
を
向
け
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。
彼
の
記
憶
は
攻

撃
後
の
方
が
鮮
烈
で
、
怒
り
が
滲
み
出
て
い
る
。
故

郷
の
沖
縄
戦
が
重
な
る
の
だ
。
若
き
日
の
好
奇
心
は
、

報
道
す
る
べ
く
現
実
を
「
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
使
命
感
に
変
わ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
、
そ
し
て
故

郷
の
人
々
に
寄
り
添
う
彼
は
、
写
真
に
納
ま
ら
な
い

「
戦
争
」
の
実
体
を
映
し
出
し
て
い
く
。

　

戦
争
で
何
か
を
解
決
で
き
る
か
、
そ
の
時
最
も
傷

つ
く
の
は
誰
か
。
戦
後
七
五
年
、
ま
だ
見
ぬ
将
来
だ

け
で
な
く
、
過
去
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
だ
。�

（�

リ
ン
ダ 

）

�

（
四
二
四
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円　

2
月
刊
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
私

カ
メ
ラ
マ
ン
の
記
録
し
た
戦
場

石
川
文
洋
著

朝
日
選
書
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『
幸
せ
は
、
あ
っ
た

か
い
子
犬
』（Happiness 

Is a W
arm
 Puppy

）。

こ
れ
は
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の

生
み
の
親
、
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
シ
ュ
ル
ツ
が
出
版
し
た
本
の
題
名
だ
。
彼
に
と

っ
て
幸
せ
は
子
犬
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
な

た
に
と
っ
て
の
幸
せ
は
何
だ
ろ
う
か
。
誰
も
が
望
む

と
い
う
点
で
は
普
遍
的
だ
と
言
え
る
が
、
そ
の
中
身

は
一
様
で
は
な
い
。
幸
福
と
は
、
か
く
も
捉
え
ど
こ

ろ
の
な
い
概
念
な
の
だ
。

　

本
書
は
、
そ
ん
な
「
幸
福
」
を
文
化
心
理
学
の
観

点
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。
文
化
心
理
学
と
は
、
人

の
様
々
な
心
理
活
動
と
文
化
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り

合
っ
て
い
る
の
か
を
実
証
的
に
研
究
す
る
学
問
で
あ

る
。
著
者
は
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン

タ
ー
の
内
田
由
紀
子
教
授
。
優
れ
た
女
性
研
究
者
に

贈
ら
れ
る
「
京
都
大
学
た
ち
ば
な
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
、
耳
目
を
集
め
て
い
る
。

　

近
年
の
心
理
学
の
理
論
は
ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
結

果
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
が
多
い
、
と
著
者
は
指

摘
す
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
幸
福
が

こ
れ
か
ら
の
幸
福
に
つ
い
て

文
化
的
幸
福
観
の
す
す
め

内
田
由
紀
子
著

新
曜
社

意
味
す
る
も
の
は
異
な
る
。
あ
る
実
験
で
ア
メ
リ
カ

人
と
日
本
人
に
幸
せ
の
意
味
を
記
述
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
人
は
殆
ど
の
回
答
が
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
内
容
だ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
人
は
「（
幸
せ

だ
と
）
妬
ま
れ
る
」「
不
安
に
な
る
」
な
ど
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
記
述
が
約
三
割
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
か

ら
、
幸
福
を
論
じ
る
際
に
は
文
化
的
な
要
素
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

幸
福
に
関
わ
る
実
証
研
究
や
最
新
の
知
見
が
幅
広

く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
文
化
心
理
学
の
面
白
さ
が
凝

縮
さ
れ
た
一
冊
。
本
書
を
片
手
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

に
「
幸
福
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

（�

は
る
な 

）

�

（
一
九
二
頁　

本
体
二
二
〇
〇
円　

5
月
刊
）

　
「
世
界
一
わ
か
り

や
す
い
」
と
銘
打
た

れ
た
本
の
中
に
は
、

分
か
り
に
く
か
っ
た

り
、
そ
も
そ
も
内
容

が
間
違
っ
て
い
た
り
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、

本
書
は
中
で
も
数
少
な
い
例
外
で
あ
る
。

　
「
医
療
政
策
」
と
名
付
け
ら
れ
た
書
籍
も
ま
た
数

世
界
一
わ
か
り
や
す
い 

「
医
療
政
策
」の
教
科
書

津
川
友
介
著

医
学
書
院

多
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
の
羅

列
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
本
書
は
む
し
ろ
、
そ
う
い

っ
た
事
象
を
分
析
し
て
論
じ
る
た
め
の
、
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
著
述
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ケ
ー
ス
が
本
書
に
登
場
し
な
い
訳
で

は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
理
論
が
有
用
に
働
く
の

を
示
す
た
め
に
緻
密
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ク
ロ

経
済
学
を
基
盤
と
し
て
個
々
人
の
行
動
の
説
明
と
制

度
の
関
係
を
鮮
や
か
に
説
明
す
る
様
に
、
本
書
に
お

け
る
理
論
と
実
践
の
明
晰
な
繋
が
り
に
多
く
の
読
者

は
幾
度
も
膝
を
打
つ
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
行
動
経
済
学
を

は
じ
め
と
し
た
、
最
新
の
研
究
成
果
の
解
説
も
ふ
ん

だ
ん
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
一
冊
だ
け
で
、

読
者
は
医
療
政
策
研
究
の
起
源
か
ら
最
先
端
ま
で
一

気
に
網
羅
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

著
者
は
、
統
計
分
析
を
中
心
に
扱
う
、
い
わ
ゆ
る

「
理
系
」
の
研
究
者
で
あ
る
が
、
本
書
の
後
半
で
は
、

政
治
哲
学
や
規
範
理
論
、
政
策
過
程
論
ま
で
も
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
導
入
と
し
て
申
し
分
な

い
内
容
で
あ
り
、
著
者
の
幅
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

医
療
政
策
を
分
析
す
る
、
豪
勢
な
「
道
具
箱
」
と
呼

ん
で
差
し
支
え
な
い
出
来
栄
え
で
あ
る
。

　

同
時
に
、「
分
か
り
や
す
さ
」
に
も
徹
底
し
て
心

が
砕
か
れ
て
い
る
。
平
易
な
記
述
と
的
確
な
説
明
は
、

著
者
の
優
秀
さ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。（�

投
稿
・
藪
池 

）

�

（
二
八
二
頁　

本
体
三
〇
〇
〇
円　

6
月
刊
）
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詩
と
し
て
の
哲
学

ニ
ー
チ
ェ・ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー・ロ
ー
テ
ィ

冨
田
恭
彦
著

講
談
社
選
書
メ
チ
エ

　

人
環
退
官
後
も
精

力
的
に
執
筆
活
動
を

つ
づ
け
る
冨
田
恭
彦

の
最
新
刊
の
テ
ー
マ

は
ず
ば
り
「
詩
」
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
た
だ
詩
歌
の
内
容
を
哲
学

的
に
考
察
す
る
も
の
で
は
な
い
。
詩
作
に
象
徴
さ
れ

る
「
想
像
力
」
の
復
権
―
―
本
書
で
基
調
と
な
る
の

は
、
こ
の
「
詩
と
し
て
の
哲
学
」
で
あ
る
。

　

古
代
の
プ
ラ
ト
ン
以
来
、
定
ま
っ
た
も
の
で
あ
る

真
理
を
、
理
性
や
知
性
の
働
き
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ

る
も
の
と
す
る
「
理
性
主
義
」
が
重
視
さ
れ
、
そ
し

て
創
作
的
活
動
は
、
イ
デ
ア
の
写
し
で
あ
る
こ
の
世

界
の
、
さ
ら
な
る
模
倣
で
あ
る
と
し
て
軽
視
さ
れ
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ー
テ
ィ
に
よ
る
「
詩

と
し
て
の
哲
学
」
は
、
こ
の
よ
う
な
真
理
観
に
ノ
ー

を
突
き
つ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
物
事
の
新
た
な
見
方

や
捉
え
方
を
創
造
す
る
、
詩
人
た
ち
の
「
想
像
力
」

が
私
た
ち
に
新
た
な
輝
き
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
も
ま
た
、
定
ま
っ
た
真
理
を
鏡
の
よ
う
に
な

ぞ
る
の
で
な
く
、
新
た
な
生
き
方
・
考
え
方
を
創
造

で
き
る
、
開
か
れ
た
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

冨
田
は
こ
の
よ
う
な
思
想
を
、
ロ
マ
ン
派
詩
人
の

思
想
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
へ
と
至
る
系

譜
に
見
て
取
る
。
の
み
な
ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
や
カ
ン

ト
ら
が
当
時
の
自
然
科
学
的
仮
説
を
、
そ
の
思
想
の

核
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
真
理
に
お
け

る
「
想
像
力
」
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

　

場
所
や
時
代
を
超
え
て
示
さ
れ
て
い
く
「
理
性
主

義
に
対
す
る
想
像
力
の
優
位
性
」
は
、
冨
田
も
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
新
た
な
観
点
か
ら
捉
え
直
さ
れ

た
西
洋
哲
学
史
の
一
つ
の
形
で
あ
る
。
読
者
は
そ
の

論
の
「
威
力
」
を
、
著
者
の
熱
の
こ
も
っ
た
叙
述
の

中
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。�

（�

八
雲 

）

�

（
二
二
四
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円　

2
月
刊
）

　
「
○
○
先
生
の
最

終
講
義
が
あ
る
よ
」

と
友
人
に
誘
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ

で
見
た
先
生
は
普
段

と
は
少
し
違
う
表
情
を
し
て
い
た
。
最
終
講
義
、
そ

れ
は
幾
年
と
続
け
て
き
た
自
分
の
研
究
を
振
り
返
る

機
会
な
の
だ
ろ
う
か
。
過
去
を
郷
愁
す
る
よ
う
で
未

来
を
眺
め
て
い
る
眼
差
し
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

大
学
に
長
く
い
れ
ば
そ
ん
な
「
最
終
講
義
」
と
出

会
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
歩
ん

で
き
た
研
究
生
活
が
あ
り
、
磨
い
て
き
た
研
究
へ
の

姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。
で
は
今
で
こ
そ
巨
匠
と
な
っ

た
人
た
ち
の
最
終
講
義
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
二
三
名
の
知
の
巨
人
た
ち
の
最
終
講
義
を

ま
と
め
た
本
書
は
、
各
学
問
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
く
れ
る
入
門
と
し
て
も
読
め
、
ま
た
学
び
続
け

て
き
た
人
た
ち
が
辿
り
着
く
終
点
を
教
え
て
く
れ
る

よ
う
で
も
あ
る
。

　

著
者
の
一
人
一
人
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。
彼
ら

は
亡
く
な
っ
た
、
し
か
し
彼
ら
の
本
は
読
ま
れ
続
け

て
い
る
。
鈴
木
大
拙
は
仏
教
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
本
を
書
き
な
が
ら
、
そ
の
真
髄
は
い
か
に
分
か

り
に
く
い
か
を
講
義
で
述
べ
た
。
網
野
善
彦
は
歴
史

研
究
の
転
換
と
展
望
を
語
り
、
木
田
元
は
ハ
イ
デ
ガ

ー
の
魅
力
と
難
解
さ
を
語
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究

と
の
出
会
い
を
語
り
、
そ
し
て
そ
の
発
展
を
述
べ
た
。

バ
ラ
バ
ラ
な
内
容
だ
が
、
そ
の
奥
に
戦
争
へ
の
言
及

が
見
え
る
の
も
面
白
い
。
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た

分
野
で
も
、
何
故
か
軽
快
に
読
め
て
し
ま
う
。

　

研
究
を
志
す
者
達
に
と
っ
て
最
終
は
遠
く
先
だ
ろ

う
。
し
か
し
だ
と
し
て
も
本
書
を
読
ん
で
み
て
ほ
し

い
。
最
終
講
義
で
見
え
る
景
色
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ

う
、
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
七
六
〇
頁　

本
体
四
五
〇
〇
円　

3
月
刊
）

日
本
の
最
終
講
義鈴

木
大
拙 

他 

著

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
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新書コーナー

翻
訳
の
授
業

東
京
大
学
最
終
講
義

山
本
史
郎
著　

朝
日
新
書

カ
ー
ル・シ
ュ
ミ
ッ
ト

ナ
チ
ス
と
例
外
状
況
の
政
治
学

蔭
山
宏
著　

中
公
新
書

　

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
。
近
年
こ
の
学
者
が
再
評

価
を
受
け
て
い
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
以
来

最
大
の
政
治
思
想
家
と
い
わ
れ
る
彼
の
魅
力
と
は
何

な
の
か
。
本
書
は
彼
の
主
要
著
作
を
丹
念
に
解
説
し

余
す
こ
と
な
く
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　
《「
例
外
」
の
思
想
家
》
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

彼
の
思
想
で
中
核
を
な
す
の
が
《
例
外
》
と
い
う
ワ

ー
ド
だ
。
私
た
ち
の
日
常
の
基
盤
が
取
り
払
わ
れ
、

例
外
状
況
に
陥
る
時
、
政
治
に
は
決
断
が
求
め
ら
れ

る
。
例
外
に
お
け
る
決
断
を
政
治
の
本
質
と
し
て
定

め
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
論
理
か
ら
自
由
主
義
や

議
会
主
義
の
決
断
の
弱
さ
を
批
判
し
て
い
く
。

　

一
見
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
像

だ
が
、
本
書
の
魅
力
は
こ
う
し
た
彼
の
思
想
が
生
涯

の
中
で
変
遷
し
て
い
く
様
を
記
述
し
た
こ
と
に
あ
る
。

決
し
て
一
枚
岩
の
思
想
家
で
は
な
い
。
ナ
チ
ス
に
協

力
し
、
戦
後
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
走
っ
た
。
そ
の

時
々
で
言
説
は
流
転
し
時
に
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
分
か
り
に
く
さ
が
魅
力
な
の
だ
。

　

友
敵
論
や
決
断
主
義
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
が
ち
な

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
、
奥
に
あ
る
多
面
性
を
紹
介
し
た
本

書
は
、
原
典
へ
の
招
待
状
で
あ
る
。�

（�
き
も
の 

）
�

（
二
七
二
頁　

本
体
八
六
〇
円　

6
月
刊
）

　

問
い
：
次
の
文
章
を
英
訳
せ
よ
。「
国
境
の
長
い

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。
夜
の
底
が

白
く
な
っ
た
。」

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
、
川
端
康
成
著
『
雪
国
』
の
冒

頭
部
分
だ
。
ト
ン
ネ
ル
の
一
文
は
ま
だ
良
い
と
し
て

も
、
は
て
さ
て
、「
夜
の
底
が
白
く
な
っ
た
」
と
は

ど
の
よ
う
に
訳
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
り
東
京
大
学
で
翻
訳
の
研

究
を
し
て
き
た
著
者
が
、
学
生
向
け
の
講
義
を
ま
と

め
た
も
の
だ
。
先
述
の
『
雪
国
』
は
も
ち
ろ
ん
、

『
源
氏
物
語
』『
羅
生
門
』『
ホ
ビ
ッ
ト
』『
ラ
イ
麦
畑

で
つ
か
ま
え
て
』
な
ど
、
古
今
東
西
の
作
品
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
生
向
け
と
あ
っ
て
語
り
口

は
平
易
で
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
翻

訳
の
味
わ
い
深
さ
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
好
著

だ
。
豊
富
な
実
例
だ
け
で
な
く
理
論
の
解
説
に
も
ペ

ー
ジ
が
割
か
れ
て
お
り
、
読
み
応
え
は
十
分
。

　

技
術
の
発
達
は
め
ざ
ま
し
く
、
機
械
翻
訳
の
精
度

は
日
々
向
上
し
て
い
る
。
だ
が
、
機
械
だ
け
に
任
せ

て
し
ま
う
の
は
あ
ま
り
に
勿
体
な
い
。
こ
と
ば
の
世

界
は
、
そ
し
て
翻
訳
の
世
界
は
、
か
く
も
豊
か
な
の

だ
か
ら
。�

（�

は
る
な 

）

�

（
二
〇
八
頁　

本
体
七
九
〇
円　

6
月
刊
）

　

地
中
海
を
我
ら
の
海
と
称
す
る
ほ
ど
に
栄
え
た
ロ

ー
マ
帝
国
が
、
異
民
族
の
侵
入
で
分
裂
し
て
で
き
た

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
。
そ
の
歴
史
は
成
立
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
異
民
族
と
の
戦
い
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
ゲ
ル
マ
ン
系
や
ア
ジ
ア
系
民
族

と
国
境
付
近
で
絶
え
ず
衝
突
し
て
い
た
。
さ
ら
に
諸

宗
教
の
聖
地
イ
ス
ラ
エ
ル
を
、
そ
し
て
地
中
海
の
制

海
権
を
巡
り
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
戦
い
を
繰
り
広
げ
た

の
は
、
十
字
軍
遠
征
と
し
て
有
名
だ
。
そ
れ
ら
を
ど

う
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
乗
り
越
え
て
い
っ
た
の
か
。

　

ま
た
波
乱
万
丈
な
帝
国
に
お
い
て
、
数
々
の
ユ
ニ

ー
ク
な
皇
帝
や
家
臣
の
描
か
れ
方
も
本
書
の
魅
力
で

あ
る
。
特
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
最
盛
期
の
皇
帝
ユ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
部
下
で
あ
る
ベ
リ
サ
リ
ウ
ス
将
軍
は

そ
の
皇
帝
の
も
と
で
あ
げ
た
優
れ
た
業
績
と
は
裏
腹

に
、
遺
さ
れ
て
い
る
人
物
譚
に
は
将
軍
の
人
間
味
が

溢
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
皇
帝
の
名
前
を
継
い
で

弱
冠
に
し
て
帝
位
に
付
き
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
で
初
め

て
神
の
代
理
人
を
自
称
し
た
鼻
の
無
い
皇
帝
、
ユ
ス

テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
の
生
き
様
は
圧
巻
だ
。

　

戦
争
と
人
間
。
そ
れ
ら
を
描
く
本
書
は
、
ビ
ザ
ン

ツ
の
魅
力
を
深
く
教
え
て
く
れ
る
。�

（�

投
稿
・
鞠 

）

�

（
三
〇
四
頁　

本
体
九
四
〇
円　

6
月
刊
）

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国

千
年
の
興
亡
と
皇
帝
た
ち

中
谷
功
治
著　

中
公
新
書
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名著再読

作
る
こ
と
は
私
を
私
に
さ
せ
る

　

著
者
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ネ
ッ
ト
は
あ
る
日
ア
メ
リ
カ
を
歩
い
て
い
る
時
、

師
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
に
出
会
っ
た
。
折
し
も
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
状
況
で
あ

り
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
核
戦
争
が
予
期
さ
れ
る
中
で
「
科
学
技
術
の
発
展
」
に
警

戒
を
示
し
て
い
た
。「
技
術
者
も
自
分
自
身
の
主
人
で
は
な
い
」
故
に
「
労
働

の
上
位
に
あ
る
政
治
が
、
モ
ノ
を
作
る
人
々
を
導
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。

　

本
書
の
着
想
は
、
こ
の
言
葉
へ
の
違
和
感
か
ら
だ
ろ
う
。
確
か
に
技
術
の
発

展
は
人
類
を
危
機
に
追
い
込
ん
で
き
た
。
し
か
し
物
を
作
る
こ
と
は
考
え
る
こ

と
と
別
な
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
労
働
と
活
動
を
区
別
し
、
考
え
る
こ

と
を
公
的
な
状
況
に
入
れ
る
中
で
、
セ
ネ
ッ
ト
は
労
働
、
な
か
で
も
工
作
す
る

こ
と
に
人
間
が
人
間
で
あ
っ
た
本
質
を
見
出
し
て
い
く
。
そ
れ
は
「
作
る
こ
と

は
考
え
る
こ
と　

M
aking is thinking

」
と
い
う
彼
の
直
観
を
、
歴
史
と
思
想

の
中
で
叙
述
し
て
い
く
作
業
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

＊
＊
＊

　

こ
う
し
て
見
出
さ
れ
る
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
と
は
、
モ
ノ
作
り
に
こ
だ
わ
る
職
人

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
芸
術
の
よ
う
な
唯
一
無
二
の
作
品
も
含
ま
れ
る
が
セ

ネ
ッ
ト
の
範
囲
は
も
う
少
し
広
い
。
芸
術
家
は
少
な
い
が
工
作
人
の
数
は
い
つ

の
時
代
も
多
い
。
有
用
性
を
無
視
し
て
制
作
に
打
ち
込
み
、
完
璧
さ
を
目
指
し

て
試
行
錯
誤
す
る
。
ト
ラ
ブ
ル
や
抵
抗
に
あ
い
な
が
ら
も
苦
心
し
て
自
ら
の
制

作
物
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。
古
く
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
も
見
出
せ
、
新
し
く
は

ネ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
も
見
出
せ
る
。（
本
書
で
はLinux

の
記
述
が
多

い
。）
子
供
の
遊
び
に
も
大
人
の
仕
事
に
も
見
出
せ
る
こ
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
の

記
述
は
、
料
理
・
音
楽
と
多
岐
に
わ
た
る
。

　

そ
こ
で
対
比
さ
れ
る
の
は
ソ
連
に
お
け
る
住
居
政
策
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
ド
も

な
け
れ
ば
質
も
低
い
命
令
で
成
り
立
っ
た
制
作
物
だ
。
こ
こ
に
思
考
は
存
在
し

な
い
。
職
人
が
自
ら
の
制
作
物
に
誇
り
を
持
て
な
い
と
き
、
制
作
物
の
質
は
落

ち
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
思
考
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
反
省
を
欠

い
た
制
作
物
は
時
に
人
類
を
危
機
に
追
い
込
む
。
セ
ネ
ッ
ト
は
制
作
に
お
け
る

人
間
の
思
考
の
重
要
さ
を
丹
念
に
記
述
す
る
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
の
弟
子
で
あ
り
、
と
も
に
公
共
性
の
問
題
を
考
え
る
セ
ネ
ッ
ト

に
お
い
て
、
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
は
政
治
を
語
る
上
で
の
下
地
な
の
だ
ろ
う
。
著
書

『�

公
共
性
の
喪
失 

』（
晶
文
社
）
に
お
い
て
、
欲
望
や
承
認
の
共
同
体
で
あ
る
親

密
圏
が
失
わ
れ
た
時
、
人
は
公
的
な
空
間
で
自
己
の
承
認
を
求
め
て
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
へ
と
傾
倒
し
て
い
く
様
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
公
共
性
は
失
わ

れ
る
。
セ
ネ
ッ
ト
に
と
っ
て
公
共
圏
の
回
復
は
親
密
圏
の
回
復
と
セ
ッ
ト
で
あ

っ
た
。
一
見
政
治
と
無
関
係
な
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
は
、
自
身
の
制
作
を
通
し
て
倫

理
と
思
考
を
確
立
し
て
い
く
、
承
認
の
回
復
の
場
で
あ
る
。

　

人
は
誰
し
も
が
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
に
な
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
制
作
す

る
こ
と
、
そ
れ
は
自
分
自
身
を
取
り
戻
す
作
業
な
の
だ
。
情
報
に
流
さ
れ
が
ち

な
社
会
の
中
で
自
身
の
制
作
物
に
向
き
合
っ
て
み
る
。
消
費
は
一
瞬
だ
が
、
制

作
は
長
期
だ
。
し
か
し
長
く
向
き
合
う
こ
の
時
間
こ
そ
、
私
が
私
で
あ
れ
る
時

な
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
五
四
四
頁　

本
体
四
〇
〇
〇
円
）

ク
ラ
フ
ツ
マ
ン

作
る
こ
と
は
考
え
る
こ
と
で
あ
る

リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ネ
ッ
ト
著

高
橋
勇
夫
翻
訳

筑
摩
書
房
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ことわざへの誘い

自
分
の
父
親
に
子
供
の
作
り
方
を
教
え
る

　

今
回
は
「
こ
と
わ
ざ
」
に
つ
い
て
扱
お
う
。「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
」

「
急
が
ば
回
れ
」
な
ど
、
日
本
に
は
様
々
な
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
様

に
、
世
界
各
国
に
も
多
種
多
様
な
こ
と
わ
ざ
・
故
事
名
言
が
存
在
す
る
。
今
回

は
世
界
に
目
を
向
け
て
、
世
界
各
国
の
こ
と
わ
ざ
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
参
照
す
る
の
は
『�

世
界
の
故
事
名
言　

こ
と
わ
ざ 

』（
自
由
国
民
社
）

だ
。
本
書
は
九
五
六
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
っ
て
世
界
各
国
の
こ
と
わ
ざ
・
故
事
名

言
を
収
録
し
て
い
る
。
本
書
の
見
所
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
収
録
さ
れ
る
言
葉
の
多
さ
だ
。
徐
に
ペ
ー
ジ
を
開
け
ば
、
こ
れ
ま

で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
言
葉
に
出
会
え
る
だ
ろ
う
。
二
つ
目
は
、
収
録
さ
れ

る
言
葉
の
網
羅
性
だ
。「
中
国
の
古
典
と
詩
歌
か
ら
出
た
こ
と
ば
」「
北
欧
の
神

話
伝
説
か
ら
出
た
こ
と
ば
」「
イ
ス
ラ
ム
教
と
イ
ン
ド
の
宗
教
か
ら
出
た
こ
と

ば
」
な
ど
、
世
界
各
地
の
言
葉
を
収
録
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
評
者
が
興
味
を
持
っ
た
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。「
生
き
て
い
る

古
語
」
と
い
う
章
だ
。「
え
げ
つ
な
い
」「
お
節
介
」
な
ど
、
現
代
の
我
々
が
日

常
で
よ
く
使
う
言
葉
の
由
来
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

様
々
な
言
葉
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
本
書
の
魅
力
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
世
界
各
国
の
こ
と
わ
ざ
を
知
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
世
界
各
地
で
似
て

い
る
こ
と
わ
ざ
っ
て
無
い
の
？
」
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
は

こ
と
わ
ざ
の
比
較
に
つ
い
て
の
本
を
見
て
み
よ
う
。

　
『�

世
界
こ
と
わ
ざ
比
較
辞
典 

』（
岩
波
書
店
）
は
、
世
界
の
こ
と
わ
ざ
を
比
較

し
、
似
て
い
る
も
の
同
士
を
ま
と
め
た
本
だ
。
日
本
、
韓
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
等
々
、
様
々
な
国
の
こ
と
わ
ざ
を
集
め
て
お
り
、
ど
の
ペ
ー
ジ
か
ら
め
く

っ
て
も
面
白
い
。
た
と
え
ば
、「
自
分
の
父
親
（
母
親
）
に
子
供
の
作
り
方
を

教
え
る
」
は
フ
ラ
ン
ス
の
こ
と
わ
ざ
で
、「
負
う
た
子
に
教
え
ら
れ
浅
瀬
渡
る
」

（
日
本
）、「
娘
が
母
に
へ
そ
の
緒
の
切
り
方
を
教
え
る
」（
台
湾
）
と
似
た
も
の

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
・
フ
ラ
ン
ス
は
「
負
う
た
子
に
教
え
ら
れ
浅

瀬
渡
る
」
よ
り
も
シ
ニ
カ
ル
さ
が
加
わ
っ
て
い
て
面
白
い
。

　

そ
の
他
で
評
者
の
目
を
引
い
た
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。「
捨
て
る
神
あ
れ
ば

拾
う
神
あ
り
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
外
国
の
も
の
は
、
一

神
教
の
国
が
多
い
影
響
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
程
広
域
の
広
が
り
が
見

ら
れ
ず
、
思
わ
ず
膝
を
打
つ
よ
う
な
類
が
な
い
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ

と
わ
ざ
が
各
国
の
文
化
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
る
。

　

さ
て
、
最
後
に
一
冊
。『�

誰
も
知
ら
な
い
世
界
の
こ
と
わ
ざ 

』（
創
元
社
）
だ
。

本
書
は
世
界
各
国
の
こ
と
わ
ざ
を
、
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
だ
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
無
か
っ
た
よ
う
な
こ
と

わ
ざ
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
二
冊
が
「
辞
典
（
事
典
）」
的
要
素
が

強
い
一
方
、
本
書
は
「
絵
本
」
と
し
て
楽
し
め
る
の
が
魅
力
だ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、「
真
昼
の
太
陽
に
さ
ら
さ
れ
た
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
の
エ
ビ
の
よ

う
に
」（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
）
と
い
う
言
葉
は
、「
あ
る
人
が
そ
の
場
を
急
い

で
去
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
」
に
使
わ
れ
る
と
い
う
。
日
本
人
の
我
々
か
ら
見

る
と
、
一
見
「
？
」
と
な
っ
て
し
ま
う
言
い
回
し
に
触
れ
ら
れ
る
。「
あ
る
日

は
ハ
チ
ミ
ツ
、
あ
る
日
は
タ
マ
ネ
ギ
」（
ア
ラ
ビ
ア
語
）
と
い
う
言
葉
も
載
っ

て
い
る
。
ぜ
ひ
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
て
欲
し
い
。

　

こ
こ
ま
で
世
界
各
国
の
「
こ
と
わ
ざ
」
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
も
っ
と
知
り
た
く
な
る
。
時
間
が
あ
る
時
、
ふ
と
こ
れ
ら
の
本
の
ペ
ー

ジ
を
繰
る
と
、
思
い
も
寄
ら
な
い
新
し
い
こ
と
わ
ざ
と
出
会
え
る
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
出
会
い
を
、
読
者
諸
君
も
し
て
み
て
は
？�

（�

出
席
点 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
素
晴
ら
し
い
…
…
。
こ
ん
な
困
難
な
情
勢
で
も
発

行
し
て
も
ら
え
る
と
は
…
…
。

�

（�

理
・
深
み
の
巡
礼
者 

）

―
―
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
み
な
さ
ま
に
少
し

で
も
楽
し
み
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

『�

綴
葉 

』
を
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
こ
う
い
う
ク
イ
ズ
タ
イ
プ
の
問
題
も
新
鮮
で
い
い

で
す
ね
。4,55555,33,11

で
す
。�

（�

理
・
は
ー 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

5
月
号
は
少
し

趣
向
を
凝
ら
し
た
「
当
て
よ
う
！
」
に
し
て
い
ま
し

た
。
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
な
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

○
留
学
生
で
す
。
実
は
、
最
初
は
日
本
語
の
練
習
の

た
め
に
た
ま
に
綴
葉
を
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
書
評
の
世
界
へ
吸
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

�

（�

教
育
・
す
ず
め 

）

―
―
読
書
体
験
の
一
助
と
な
れ
て
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
読
者
の
皆
さ
ま
が
本
を
好
き
に
な
れ
る

よ
う
に
、
日
々
書
評
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
特
集
「
写
真
」
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
「
定
点
巡
礼
」
と
「GIFT

」
は
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。�

（�

防
災
研
・
山
法
師 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
特
集
は
力
を

入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
ね
。�

（�

出
席
点 

）

　選び取られた言葉のための言葉選び。つま
り書評を、雑誌『�綴葉 』はお届けする。しか
しこの「編集後記」というコーナーでは、担
当する書き手が、自分の思いのためだけに言
葉を選び取ることが可能だ。というわけで自
己紹介をさせていただきます。
　先々号から書評の執筆をしているとよと申
します。今後は委員として本誌の編集にも携
わっていきます。今は先輩委員の皆さんから
仕事のノウハウを一つずつ学んでいます。
　幼い頃から物語の世界で遊び続けていまし
た。普段は文学の研究を通じて、社会のあり
様について考えています。書評を書くときは
ジャンルにこだわらず、面白い本を分かりや
すく奥深く伝えることを心がけます。
　院生主体の書評雑誌という稀有な文化が長
年熱をもってここ京大で息づいているのは、
支援して下さっている生協の皆さん、手に取
って読んで下さる読者の皆さんがいるからに
外なりません。そうした共同体によって紡が
れてきた想いを次代につなぐため、一時のバ
トンを深く握りしめ、たとえ泥まみれになろ
うと駆け抜けたいと思います。宜しくお願い
致します。� （�とよ ）

当てよう！図書カード編集後記
　夜に今出川通を歩いていると、ひっくり返
ってジタバタしている大きな虫を見つけまし
た。近寄って見てみると、すごく立派なカブ
トムシのオスだったので、家に持ち帰り、飼
育しています。カブトムシに与えるべき食べ
物を以下の選択肢の中から一つ選んでほしい
です。
　　1．スイカ　　　　2．砂糖水
　　3．かき氷　　　　4．バナナ
� （�石透 ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締切りは 9月 15 日です。

５月号の解答
　5 月号の「3,888,111,5,9 の意味は？」の答
えは 4．サヨウナラでした。応募者 9名中 9
名の方が正解でした。ガラケーのボタンと、
そのボタンの文字を対応させるクイズでした。
図書カードの当選者は、Soso さん、ソーシ
ャルディスタンスさん、はーさん、たつのお
としごさん、すずめさん（順不同）です。お
めでとうございます。� （�出席点 ）


